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1. 導入

Keller-Segel方程式の有限時刻爆発解 走化性方程式(P)の無限時刻爆発解

走化性と拡散現象
以下を満たす を考える.

有界

VS

参考文献

爆発

ランダム拡散 凝集

Keller-Segel 方程式 考察する走化性方程式

• 質量保存則

• 定常問題

• エネルギー汎函数

(P)の初期値境界値問題を考察する. ただし, 

領域 とし, 境界条件は0-ノイマン

境界条件を課す. また, 初期値は とする.

(P) (KS) (PE)

(P)において, 質量量子化の爆発機構が実現されない可能性がある!!

定理2 (S.)   

◼ 定理1

補題

時間大域的評価

Sobolevの不等式により, 次の函数不等式を導く:

◼ 定理2

(Mizoguchi [4])

(P)

有限時刻爆発解 無限時刻爆発解
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類似点

注意：(KS)の場合, 解が有限時刻爆発することと同値条件は

質量保存則

右図のような解の凝集現象が期待される!! 

爆発解のより詳細な研究
(Nagai-Senba-Suzuki [5]) (Senba-Suzuki [6])

補題と函数不等式

Moserの反復法により,

(モデル提唱：E. F. Keller, L. A. Segel [1]) (モデル提唱：X. Fu et al. [2])

(Fujie-Jiang [3])
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